
教科 単位数 指導学年

外国語 ２ 第２学年

【第2学年】

科目・評価 科目・評価 科目・評価 科目・評価

・定期考査

・スピーキングテス
ト

・英作文添削

・暗唱例文テスト

・定期考査

・リスニングテスト

・定期考査

・音読テスト

・定期考査

観点

実施方法

単元

（配当時間）

LESSON 12

LESSON 13

LESSON 14

・暗唱テスト

・定期考査

・リスニングテスト

・音読テスト
・英作文添削
・教科書暗記テスト
・定期考査

・定期考査

・定期考査

LESSON 15

LESSON 16

LESSON 17

・暗唱テスト
・定期考査
・リスニングテスト

・音読テスト
・英作文添削
・教科書暗記テスト
・定期考査

・定期考査

・定期考査

７～１０時間 「外国語表現の能力」

・学習した基本例文を暗記し、
活用できる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
英作文を作ることができ
る。

・基本例文の暗記

・英作文

「外国語理解の能力」
・学習した文法と既習の文法

を体系的に理解し英文法の理

解を深め、読解能力やコミュ

ニケーション能力を高める。

・英文法の理解。・問題演習

「言語や文化についての知識理解」

・関係詞１

・関係詞２

・関係詞３

・関係代名詞の用法。

・関係副詞の用法。

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」
・学習した文法を用い、辞書を

使って自分の考えを英文にまと

め、相手に伝わるように話すこ

とができる。

・リズムやイントネーションな

どに注意しながら、教科書の基

本例文を音読することができ

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
日常会話を行うことができ
る。

・基本例文の暗記

・ペアワーク

・英語に関する文化的背景を

理解する。

・英語に関する文化的

背景の理解。

・問題演習

７～１０時間 「外国語表現の能力」

・学習した基本例文を暗記し、
活用できる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
英作文を作ることができ
る。

・基本例文の暗唱
・英作文

「外国語理解の能力」

・学習した文法と既習の文法を体系

的に理解し英文法の理解を深め、読

解能力やコミュニケーション能力を

高める。

・英文法の理解。・問題演習

「言語や文化についての知識理解」

・動名詞

・分詞１

・分詞２

・動名詞の働き、用法。

・現在分詞の用法。

・過去分詞の用法。

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

・学習した文法を用い、辞書を使っ

て自分の考えを英文にまとめ、相手

に伝わるように話すことができる。

・リズムやイントネーションなどに

注意しながら、教科書の基本例文を

音読することができる。

・学習した基本例文を

使って、正しい英文法

で日常会話を行うこと

ができる。

・基本例文の暗唱
・ペアワーク

・英語に関する文化的背景を

理解する。
・英語に関する文化的背
景の理解。

・問題演習

題材内容 題材利用の視点 単元の目標 単元の評価規準主な学習内容 評価方法

学習到達目標 学習到達目標 学習到達目標 学習到達目標

・授業で学習した簡単な英文

を暗記し、それを活用して自

分の考えを簡潔に話すことが

できる。

・NETの授業を通して学習し

た英語表現を、ジェスチャー

等を交えながら活用すること

ができる。

・リズムやイントネーション

などに注意しながら話すこと

ができる。

・授業で学習した短めの英文

を暗記したり、教科書の単元

毎に出てくる語句を覚え、そ

れらを活用してまとまりのあ

る文章を書くことができる。

・英語で日記や身近なことに

ついて書くことができる

・対話文などを聞いて、情報

や考えなどの概要をとらえる

ことができる。

・リズムやイントネーション

などに注意しながら聞くこと

ができる。

・NETの授業で、ある程度ま

とまった指示や説明を聞き取

ることができる。

・説明や物語を読んで、情報

や考えなどの概要をとらえる

ことができる。

・リズムやイントネーション

に注意して、聞き手に伝わる

ように音読することができ

る。

３　学習評価（評価の観点と実施方法）
コミュニケーションへの

関心・意欲・態度
外国語表現の能力 外国語理解の能力 言語や文化についての知識理解

・学習した文法を用い、辞書を使って自
分の考えを英文にまとめ、相手に伝わる
ように話すことができる。
・定期考査等

・学習した基本例文を使っ
て、正しい英文法で英作文
を作ることができる。
・定期考査等

・学習した文法と既習の文法を体系
的に理解し英文法の理解を深める
ことができる。
・定期考査等

・英語に関する文化的背景の理
解することができる。
・定期考査等

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

平成３１年度年間指導計画（大阪府立門真西高等学校）

科目 教材名・副教材名

総合英語
高校総合英語 Harmony English Grammar 20 Lessons
高校総合英語 Harmony English Grammar 20 Lessons Workbook

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと

１　担当者からのメッセージ（学習法等）

2年次で行う総合英語は、1年次に学習した文法と2年次に学習する文法を体系的に理解し英文法の理解を深めていきます。1年次に引き続き基本的な文法事項として、動名詞・分詞・
関係詞・比較・仮定法等を学習していきます。

２　学習到達目標（ＣＡＮ-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標）

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材
履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位）及び「総合英語」（２単位）、選択科目：「英語探究Ⅰ」（2単位）



LESSON 18

LESSON 19 ・暗唱テスト
・定期考査
・リスニングテスト

・音読テスト
・英作文添削
・教科書暗記テスト
・定期考査

・定期考査

・定期考査

Lesson 20

Ｐｌｕｓ 仮定法 ・暗唱テスト
・定期考査
・リスニングテスト

・音読テスト
・英作文添削
・教科書暗記テスト
・定期考査

・定期考査

・定期考査

Option

・暗唱テスト
・定期考査
・リスニングテスト

・音読テスト
・英作文添削
・教科書暗記テスト
・定期考査

・定期考査

・定期考査

７～１０時間 「外国語表現の能力」

・学習した基本例文を暗記

し、活用できる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
英作文を作ることができ
る。

・基本例文の暗記

・英作文

「外国語理解の能力」

「言語や文化についての知識理解」

・英語に関する文化的背景を

理解する。

・英語に関する文化的

背景の理解。
・問題演習

・学習した文法と既習の文法

を体系的に理解し英文法の理

解を深め、読解能力やコミュ

ニケーション能力を高める。

・英文法の理解。・問題演習

・時制の一致と話法

・代名詞

・接続詞

・時制の一致の理解。

・直接話法の用法。

・間接話法の用法。

・代名詞、接続詞の用
法。

７～１０時間

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

・学習した文法を用い、辞書を使っ

て自分の考えを英文にまとめ、相手

に伝わるように話すことができる。

・リズムやイントネーションなどに

注意しながら、教科書の基本例文を

音読することができる。

・学習した基本例文を

使って、正しい英文法

で日常会話を行うこと

ができる。

・基本例文の暗記

・ペアワーク

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

・学習した文法を用い、辞書を使っ

て自分の考えを英文にまとめ、相手

に伝わるように話すことができる。

・リズムやイントネーションなどに

注意しながら、教科書の基本例文を

音読することができる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
日常会話を行うことができ
る。

・基本例文の暗記

・ペアワーク

「外国語表現の能力」

・学習した基本例文を暗記

し、活用できる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
英作文を作ることができ
る。

・基本例文の暗記

・英作文

「外国語理解の能力」

「言語や文化についての知識理解」

・英語に関する文化的背景を

理解する。

・英語に関する文化的

背景の理解。
・問題演習

・学習した文法と既習の文法

を体系的に理解し英文法の理

解を深め、読解能力やコミュ

ニケーション能力を高める。

・英文法の理解。・問題演習

・仮定法１

・仮定法２

・仮定法過去の用法。

・仮定法過去完了の用
法。

・仮定法を使う重要表現。

７～１０時間 「外国語表現の能力」

・学習した基本例文を暗記

し、活用できる。

・学習した基本例文を
使って、正しい英文法で
英作文を作ることができ
る。

・基本例文の暗記

・英作文

「外国語理解の能力」
・学習した文法と既習の文法

を体系的に理解し英文法の理

解を深め、読解能力やコミュ

ニケーション能力を高める。

・英文法の理解。・問題演習

「言語や文化についての知識理解」

・比較１

・比較２

・原級を使う表現。

・比較級を使う表現。

・最上級を使う表現。

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」
・学習した文法を用い、辞書を

使って自分の考えを英文にまと

め、相手に伝わるように話すこ

とができる。

・リズムやイントネーションな

どに注意しながら、教科書の基

本例文を音読することができ

・学習した基本例文を

使って、正しい英文法

で日常会話を行うこと

ができる。

・基本例文の暗記

・ペアワーク

・英語に関する文化的背景を

理解する。

・英語に関する文化的

背景の理解。
・問題演習


